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１．主要経営指標１．主要経営指標 [[４月～１２月４月～１２月]]

金額単位： 億円

売上高売上高

営業利益営業利益

経常利益経常利益

一株当り純利益一株当り純利益

44～～1212月月実績実績
前年同期比前年同期比

伸び率伸び率

((円円))

－－

－－

増増 減減売上高比売上高比

ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｿﾘｭｰｼｮﾝﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｿﾘｭｰｼｮﾝ

純利益純利益

1,5281,528 △△1919 △△1.21.2%%

5656 3.73.7%%

5959 3.93.9%%
＋＋33

＋＋44

＋＋5.35.3%%

＋＋7.37.3%%

802802
726726

52.552.5%%
47.547.5%% ＋＋2424 ＋＋3.43.4%%

△△4343 △△5.15.1%%

5858.62.62 ＋＋88.05.05

3131 2.12.1%% ＋＋44 ＋＋15.915.9%%

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー －－＋＋55 △△4444 －－

連連 結結

20020088年年33月月期期 第第33四半期四半期

＋＋15.915.9%%
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１．主要経営指標１．主要経営指標 [[１０月～１２月１０月～１２月]]

金額単位： 億円

売上高売上高

営業利益営業利益

経常利益経常利益

一株当り純利益一株当り純利益

前年同期比前年同期比

伸び率伸び率

((円円))

－－

－－

増増 減減売上高比売上高比

ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｿﾘｭｰｼｮﾝﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｿﾘｭｰｼｮﾝ

純利益純利益

526526 ＋＋2525 ＋＋4.94.9%%

1919 3.73.7%%

2020 3.83.8%%
＋＋00

＋＋11

＋＋0.40.4%%

＋＋2.62.6%%

278278
248248

52.852.8%%
47.247.2%% ＋＋1515 ＋＋6.16.1%%

＋＋1010 ＋＋3.83.8%%

1818.75.75 △△00.91.91

1010 1.91.9%% △△00 △△4.64.6%%

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー －－△△1212 △△1515 －－

連連 結結

△△4.64.6%%

1010～～1212月月実績実績

20020088年年33月月期期 第第33四半期四半期
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売上高増減要因売上高増減要因

【運用ｻﾎﾟｰﾄ（注力領域）】

統合運用ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ活用

などによる増

1,528
億円

前年同期比 △19億円(△1.2%)

ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

△△６０６０

【保守(既存領域）】
・保守／修理ｻｰﾋﾞｽの
減収幅縮小

・ＮＩＳＳの子会社化
【保守（注力領域）】
協業、ｿﾌﾄｻﾎﾟｰﾄ拡大、
IT/NW統合領域取込

【ｼｽﾃﾑ展開/ｻﾌﾟﾗｲ】

・低付加価値な物品販売、

工事案件の精査で減

・大型展開案件の反動減

・ｾｷｭﾘﾃｨ/ＶｏＩＰで増

1,547
億円

20020077年年33月月期期
第第33四半期四半期

20020088年年33月月期期
第第33四半期四半期

＋＋１２１２

＋＋１７１７

ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ

＋＋１２１２

・保守既存領域は増収を継続・保守既存領域は増収を継続

・注力領域で増収するも大型展開案件の反動、物品販売で減少・注力領域で増収するも大型展開案件の反動、物品販売で減少

H17/第3四半期 → H18/第3四半期 → △４２億円
H18/第3四半期 → H19/第3四半期 → ＋１２億円
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経常利益増減要因経常利益増減要因

59
億円

前年同期比 ＋４億円(＋7.3%)

＋２＋２

55
億円

保守、運用ｻﾎﾟｰﾄの
注力領域の増収に
伴う利益増

ｼｽﾃﾑ展開/ｻﾌﾟﾗｲで
減収するも、利益率
改善で前年キープ

＋＋１１

保守既存領域の
増収に伴う利益増

20020077年年33月月期期
第第33四半期四半期

20020088年年33月月期期
第第33四半期四半期

±±００ ＋＋１１

全社共通費
などの削減

・保守既存と注力領域での増収に伴う増益・保守既存と注力領域での増収に伴う増益

・ＦＳ既存領域の利益率改善で前年キープ・ＦＳ既存領域の利益率改善で前年キープ
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２．トピックス２．トピックス [[１０月～１２月１０月～１２月]]

Ｃ Ｓ

Ｊ．Ｄ．パワーＪ．Ｄ．パワー アジア・パシフィック社の「２００７日本ソリューションプロバイダーアジア・パシフィック社の「２００７日本ソリューションプロバイダー
顧客満足度調査顧客満足度調査〈〈保守サービス分野保守サービス分野〉〉」で６年連続Ｎｏ．１獲得（１０月）」で６年連続Ｎｏ．１獲得（１０月）

・日興アイ・アール㈱の「全上場企業ホームページ充実度ランキング調査」で、
最優秀企業ホームページに２年連続選定

外部機関から高い評価継続（１２月）外部機関から高い評価継続（１２月）

ＣＳＲ

・環境にやさしい都市の実現に向けた、環境保全・創造活動に貢献したことが評価され、
「第１回福岡市環境行動賞：事業者の部」で優秀賞受賞

成 長

クライアントＰＣのリモート運用管理サービス分野でインテルと協働（１１月）クライアントＰＣのリモート運用管理サービス分野でインテルと協働（１１月）

・当社のＩＴシステムの運用管理サービスとインテルの技術を融合し、リモート環境で
効率的かつ高度なクライアントＰＣの資産管理とトラブル監視を行うサービスの実現を目指す

ＬＣＭ推進室の新設（１０月）ＬＣＭ推進室の新設（１０月）
・システムのライフサイクル全般を支援するＬＣＭサービス の注力、拡大に向け設置※

※ＬＣＭサービス：企画から構築、運用、保守までのライフサイクルマネジメントサービス
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通期通期
見通し見通し

2,2102,210

9292
9393

1,2501,250
960960

5151

＋85

＋10

＋8

＋22

＋63

＋7

7.87.8 ＋0.7

40.040.0
93.93.5151 ＋12.01

３．３．20082008年年33月期（通期）見通し月期（通期）見通し

金額単位： 億円

売上高

営業利益

経常利益

純利益

ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｿﾘｭｰｼｮﾝ

ＲＯＥ (％)

主要経営指標主要経営指標

一株当たりの純利益

一株当たりの配当金

※2008年3月期末配当にて実施予定

(円)

＋10.010.010.0内、50周年記念配当：一株当たり

（自己資本利益率）

※※中間期の公表値から変更なし中間期の公表値から変更なし

※

前前期期比比

増増 減減 伸び率伸び率売上高比売上高比

－

4.2%

4.2%

43.4%

56.6%

2.3%

4.0%

11.5%

9.0%

2.3%

5.2%

14.8%

14.7%

－

－

－

－

－

－

－

＋10.0

(円)

(円)
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資料についてのご注意

本資料に記載いたしました認識､戦略､計画などのうち､将来の動向や業績等に関する見通し

は､歴史的事実でないために､不確定な要因を含んでおります。

実際の業績は､さまざまな要因により見通しとは大きく異なる結果となる可能性があることをご

了承願います。

実際の業績に影響を与えうる重要な要因には､当社の事業を取り巻く経済情勢､社会的動向､

当社の提供するサービス等に対する需要動向による相対的競争力の変化などがあります。なお､

業績に影響を与えうる重要な要因は､これらに限定されるものではありません。


